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　私自身の経験として，十分に実
践できていたか否かは別として，
臨床を通じて常に対象者を中心と
した作業療法を展開することを意
識し，また，そのことを後輩や若
い学生にも伝えてきたつもりであ
る．しかし，臨床のコツ，ポイン
トといった重要な視点を伝えるの
に，知識や技術の伝達とは異な
り，勉強会等では伝え切れない部
分があることを感じていた．症例
紹介等を通じて，介入経過をわか
りやすく伝えることができても，
その介入の中で患者の様子をどの
ように感じ取り，どのような手段
を使って患者の発言や行動を引き
出していたのかはうまく伝えられ
ないこともあった．経験則として
語っていたり，聞き手（後輩や学
生）のセンスに頼っていたように
も感じる．
　本書は，医師に「深い気づきの
技能」を教え，「マインドフルネス
にある臨床的調和」がとれるよう
医師を教育する人のために書か
れ，その具体的な教育手法が記さ
れている．
　「深い気づき」とは，単に医学的
な専門知識や技能が優れているだ
けでなく，患者の思いや人間性，
ちょっとした言動や仕草等から感

情にも気づくことができる技能
（全人的にみることができる技能）
を指す．この技能は，医療者に幅
広く求められる技能であり，とり
わけ心身両面のリハを専門とする
OT には欠かせない技能といえ
る．これまで，この技能の習得は
経験則で語られることが多いが，
本書ではその教育方法について具
体的に解説されている．単なる経
験則では得られない気づきに関す
る教育は，経験の浅い医師のみな
らず，経験豊富な医師（OT）の教
育にも使用できるものである．
　その具体的な実践として，本書
では「マインドフルネスにある臨
床的調和」という言葉が用いられ
ている．「マインドフルネス」とい
う言葉からは「瞑想」や「リラク
セーション」等が連想されること
が多いが，本書では集中した注意
力等のマインドフルネスの技能を
身につけ，それを「自分」，「相
手」，「状況」に向けることにより，
臨床的調和が得られることを示し
ている．また，マインドフルネス
を通じ，その時々の自身の状態や
価値観，経験則等を排除し，あり
のままの状況やサインに気づくこ
とは，さまざまなバイアスが臨床
的調和に関係することを理解し，

ヒューマンエラーを防止すること
にもつながることを伝えている．
　「自分」を分析し，自分自身が与
える影響について意識下に置くこ
とは，作業療法教育における「自
己分析」といった概念にも通じる
ものがある．OT は，本書で解説
しているマインドフルネスの能力
を身につけることにより，自身の
状態や価値観等さまざまなバイア
スに左右されず，「自分」，「相手」，

「状況」に集中し，注意力を向け，
ありのままの状況やサインに気づ
けるようことが期待される．
　「この人にはこれが大切だ」，

「これがこの人にとって大切な作
業だ」と，経験則や療法士自身の
価値観，思い込み等が先行してし
まうと，療法士自身も気がつかな
いうちにリハが対象者主体である
ことを見失ってしまいがちである
が，いかなる状態のときにも対象
者に向き合う際に，マインドフル
ネスの能力が OT の強い味方にな
るだろう．
　本書で解説される教育手法が
OT の教育においても活用される
ことを期待したい．
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